
科目名
（コード）

今を生きるということ　―　教育学
の視点から
（S-01）

担当教員
前田　賢次
粟野　正紀
山田　真由美

募集 20名

日程

5月20日（土）、5月27日（土）、8月
5日（土）
(3回)
10:00～12:00
（8/5のみ）13:00～15:00

会場 札幌校（教室未定） 受講対象者中学生以上

内容

受講料 2,000円 申込期間 3月15日（水）～4月12日（水）
本学在学
生の受講

可（無料）

備考

科目名
（コード）

日常生活の心理学
（S-02）

担当教員

吉野　　巌
戸田　まり
平野　直己
戸田　弘二
益子　洋人

募集 20名

日程

5月20日（土）、5月27日（土）、6月
3日（土）、6月10日（土）、6月17日
（土）
(5回)
10:30～12:00

会場 札幌駅前サテライト（教室３） 受講対象者一般市民

内容

受講料 2,000円 申込期間 3月15日（水）～4月12日（水）
本学在学
生の受講

可（無料）

備考

令和５年度前期　一般公開講座（札幌校）①

資料は会場に準備しますので、テキストを購入する必要はありません。COVID-19対策について各キャンパスの指
示に従わない場合は受講できません。

　受講希望の方は、「北海道教育大学一般公開講座（札幌校）受講申込書」に必要事項を記入の上、郵送、FAX、またはメール
により、下記の申込み先へお送りください。電話による申込みは、聞き間違い防止のために受け付けておりませんので、ご了承く
ださい。受講の可否については、お申込み受け付け後にご連絡します。
　「受講可」となった方には、受講料の払い込みのご案内をお送りします。受講料金額、払い込み期限は講座によって異なります
のでご注意ください。払い込みには別途手数料がかかります。払い込み後の受講料は返還できませんので、あらかじめご了承く
ださい。

　　　　【お申し込み先】
　　　　〒002-8501　札幌市北区あいの里5条3丁目１－３
　　　　北海道教育大学教育研究支援部連携推進課連携推進グループ
　　　　FAX：011-778-8376　　メール：crc@j.hokkyodai.ac.jp

現代を生きる上で誰もが避けては通れない課題について、教育学の視点から見つめ直しましょう。
本講座は３部構成です。現代を生きる上で大人もこどもも避けては通れない、災害、人権、アイデンティティの分野
の課題について、教育学の視点から見つめ直します。講座の中で、過去の経験や感じたことも思い返してみましょ
う。大切な誰かと話し合いたくなる、そんな知識をお届けします。

【第１部】小学校社会科副読本の津波災害記述から見えてくること
　三陸沿岸部と北海道沿岸部の小学校社会科副読本から過去から現在までの津波防災教育をとらえます。
　大きな災害が起こるたびに防災や復興に関わる教育が取り組まれる一方で、時間の経過に伴いその継承が難
しいことが、これまでにも言われてきました。東日本大震災以後に発行された副読本は、いずれも津波被害の記述
がそれまでよりも充実していますが、すでに少しずつ記述は減り始めています。このような現象は過去にも繰り返
されてきました。講座では約十年間にわたって三陸沿岸と北海道沿岸地域の調査を通じて見えてきた小学校での
津波防災教育について紹介したいと思います。

【第２部】子どもの権利から考える校則問題
　昨今の校則問題を、また子ども期に学校で体験したことを、子どもの権利の観点から問い返してみましょう。

【第３部】私を生きるとはどのようなことか
　西田幾太郎の哲学を手掛かりに、「私らしさ」や「個性」について考えます。
　教育をめぐっては、自分らしさや個性が重視されますが、この「私らしさ」というのは一体どこにあり、どのように見
つかるものなのでしょうか。本講座では、日本の哲学者である西田幾太郎の『善の研究』を手掛かりにしながら、人
間の「自己」を見つめ、私を生きることの意味について考えます。

日常生活にみる様々な現象を心理学の立場から解説します。
私たちは毎日なにげなく生きているように見えて、実は心理学の理論 や学説に沿って動いています。認知心理
学、教育心理学、発達心理学、社会心理学、臨床心理学等の学問的な視点から日常生活を見直してみません
か。

新型コロナウィルス感染が拡大した場合は、Zoomを使用したオンライン講座に切り替える場合があります。その場
合は、通信環境の準備は受講者が行ってください。COVID-19対策について各キャンパスの指示に従わない場合
は受講できません。



科目名
（コード）

トラウマ・インフォームド・セルフケ
ア
（S-03）

担当教員 齋藤　暢一朗 募集 30名

日程
6月4日（日）
(1回)
10:00～17:00

会場
同時双方校型のオンライン講座で
す。受講場所等は受講者が各自
で用意してください。

受講対象者
高校生以上でZoom
の操作及びメールの
送受信ができる方。

内容

受講料 2,000円 申込期間 3月15日（水）～5月31日（水）
本学在学
生の受講

可（無料）

備考

科目名
（コード）

英語はメロディーに乗せて（ポッ
プス音楽の詩の世界）
（S-04）

担当教員
萬谷　隆一
Andrew Ryan

募集 20名

日程

6月10日（土）、6月24日（土）、7月
8日（土）　(3回)
6月10日のみ：13:00～15:00
6月24日・7月8日：10:00～12:00

会場 札幌駅前サテライト（教室未定） 受講対象者一般市民

内容

受講料 2,000円 申込期間 3月15日（水）～4月28日（金）
本学在学
生の受講

可（無料）

備考

科目名
（コード）

使える・楽しい・デジタルアーカイ
ブ
（S-05）

担当教員 今　尚之 募集 15名

日程
7月1日（土）、7月8日（土）
(2回)
9:30～15:10

会場 札幌校講義棟（教室未定） 受講対象者
高校生以上で、パソ
コンの基本的な操作
ができる人

内容

受講料 3,000円 申込期間 5月1日（月）～5月31日（水）
本学在学
生の受講

可（無料）

備考

60～80年代等のポップス音楽を聞きながら、英語の詩の世界を味わってみましょう。

あの曲、この曲に込められた心のドラマを、イギリス人講師アンディー・ライアン先生とともに探ります。
これまで扱った曲の例：スカボローフェア、イングリッシュマン・イン・ニューヨーク、デスペラード、虹の彼方に、青い
影、ニューヨークの想い、ピアノマン等

感染症の状況によりオンライン（Zoom）開講、オンデマンド配信、あるいは延期、中止となることがあります。その
場合の通信環境の準備は受講者が行ってください。COVID-19対策について各キャンパスの指示に従わない場合
は受講できません。

図書館や博物館、美術館等で進む「デジタルアーカイブ」の利用体験からその活用の糸口をつかみます。

パソコンの基本的な操作に関するサポートはありません。COVID-19対策について各キャンパスの指示に従わな
い場合は受講できません。

令和５年度前期　一般公開講座（札幌校）②

トラウマについての理解を通して自己理解を深め、対人関係やメンタルヘルスの向上を学びます。

本講義はZoomを使用した同時双方向型オンライン講座です。PTSDのような重篤なトラウマから、日常生活の中で
誰しも体験する「マイクロトラウマ」までを学びます。そして、マインドフルネスをはじめとしたセルフケアの方法や専
門的な心理療法についても紹介します。

通信環境の準備は受講者が行ってください。受講が許可された方には、後日メールでURL等を案内します。



科目名
（コード）

小学生スポーツ体験教室
（K-01）

担当教員 山本　悟 募集 20名

日程

5月19日（金）、6月16日
（金）、7月21日（金）、8月
25日（金）、9月15日（金）
(5回)
18:00～20:00

会場 釧路校体育館
受講対象

者
小学生

内容

受講料 3,000円 申込期間
4月3日（月）～5月8
日（月）

本学在学
生の受講

不可

備考

科目名
（コード）

バック転教室
（K-02）

担当教員 山本　悟 募集 6名

日程

5月18日（木）、5月25日
（木）、6月1日（木）、6月8
日（木）、6月15日（木）
(5回)
18:00～20:00

会場 釧路校体育館
受講対象

者
一般市民

内容

受講料 3,000円 申込期間
4月3日（月）～5月8
日（月）

本学在学
生の受講

可（無料）

備考

【お申し込み先】
北海道教育大学釧路校室総務グループ
〒085-8580 釧路市城山1丁目15番55号
ＦＡＸ：0154-44-3218　　メール：kus-somu@j.hokkyodai.ac.jp

令和５年度前期　一般公開講座（釧路校）

小学生を対象とした様々なスポーツの基礎を体験的に学習します。

小学校期は様々なスポーツを体験することが大切です。本講座では、トランポリン、ドッヂ
ビー、スラックライン、バスケットボール、ユニホックを体験的に学習します。

COVID-19対策について各キャンパスの指示に従わない場合は受講できません。
運動ができる服装で参加してください。

バック転の段階的練習法をスポーツ運動学の観点からオーダーメイド方式で学びます。

バック転（後方倒立回転とび、flick-flack）は、体操競技の初心者やパフォーマーにとって憧
れの技です。バック転は安全上の観点から段階的な練習を行う必要があります。本講座で
は、スポーツ運動学の観点から段階的練習法をオーダーメイド方式で提供しバック転ができ
るようになることを目指します。

COVID-19対策について各キャンパスの指示に従わない場合は受講できません。



科目名
（コード）

地球市民教育：グローバル社
会で共に生きるために
（H-01）

担当教員 石森　広美 募集 50名

日程

6月28日（水）、7月12日（水）、
7月19日（水）、7月26日（水）
(4回)
18:30～20:00

会場

Zoomによる同時双方向型の
オンライン講座です。受講場
所等は受講者が各自で用意
してください。

受講対象
者

高校生以上。Zoom
を使用できる人。ス
マホも可。

内容

受講料
学生：1,000円
一般：2,000円

申込期間 4月1日（土）～6月14日（水）
本学在学
生の受講

可（無料）

備考

科目名
（コード）

異文化コミュニケーションから
みた英語と日本語
（H-02）

担当教員 石森　広美 募集 80名

日程
7月8日（土）
(1回)
9:00～16:00

会場 函館校（教室未定）
受講対象

者
中学生・高校生

内容

受講料 500円 申込期間 4月3日（月）～6月24日（土）
本学在学
生の受講

可（無料）

備考

科目名
（コード）

まちあるき連続講座「本学周
辺と五稜郭、湯川をブラブラし
よう!!!!」
（H-03）

担当教員 奥平　理 募集 50名

日程

8月19日（土）、8月26日（土）、
9月2日（土）
(3回)
10:00～12:45

会場

8/19：函館校正面玄関集合
8/26：五稜郭タワーアトリウ
ム集合
9/2：函館アリーナロビー集
合

受講対象
者

一般市民

内容

受講料 2,000円 申込期間 7月3日（月）～7月28日（金）
本学在学
生の受講

可（無料）

備考

SDGsや世界の諸問題を具体的に考えながら、「地球市民」や国際理解について学んでみませんか。

本講座は、Zoomを使用した同時双方向型オンライン講座です。グローバル社会で多様な他者と共生し
アクティブに生きるにはどうしたらいいか、考えます。受講後にはコメントを提出していただきます。世界
に興味のある人は気軽に参加してください。

グローバル時代の英語について、英語や日本語の簡単な表現を比較して楽しく学びませんか。

1日の集中講義です。これから英語を使う対象は、英語のネイティブ以外のほうが圧倒的に多いことが
予想されます。英語に訳しにくい日本語など、異文化コミュニケーションの視点から、楽しくことばについ
て学びましょう。

本学周辺と五稜郭、湯川の歴史・文化・地理などにスポットを当て、地域の魅力を学びます。

本講座は対面型のフィールドワーク講座です。本学周辺と五稜郭、湯川のポイントを巡り、地域の魅力
を学びます。受講後に感想をメールで提出してください。

受講が許可された方には後日メールでご連絡します。COVID-19対策について各キャンパスの指示に
従わない場合は受講できません。

昼食休憩は12時～13時。途中参加も可能。ただし受講料は同額。COVID-19対策について各キャンパ
スの指示に従わない場合は受講できません。

通信環境の準備は受講者が行ってください。受講が許可された方には、後日メールでURL等を案内しま
す。

令和５年度前期　一般公開講座（函館校）
【お申し込み先】
北海道教育大学函館校室教育支援グループ
　〒040-8567 函館市八幡町1番2号
　ＦＡＸ：0138-44-4382　　メール：hak-gakumu@j.hokkyodai.ac.jp



科目名
（コード）

手ぶらで臨書講座（半紙作
品）
（I-01）

担当教員 土井　伸也 募集 10名

日程

8月28日（月）、8月29日
（火）、8月30日（水）、8月
31日（木）、9月1日（金）
(5回)
16:30～18:00

会場
岩見沢校（書実習室
または書演習室）

受講対象
者

15歳以上の岩見沢
市民（岩見沢市に通
勤通学している市外
の方を含む。）。

内容

受講料 2,000円 申込期間
7月3日（月）～8月1
日（火）

本学在学
生の受講

不可

備考

令和５年度前期　一般公開講座（岩見沢校）

隷書、楷書、行書（予定）の古典を学び半紙作品とし、市民文化祭や全国競書大会への出
品を目指す。

本講座では、各体の概要を学び、半紙作品として制作していきます。消耗品（墨、紙）は必要
分を随時講座で準備したものから受講者が購入して使用しますが、その他書道用具、筆、
毛氈（下敷き）、文鎮などは貸し出します。

消耗品（墨、紙）は講座で用意し、随時必要分を購入いただきます。出品の経費は実費負担
をお願いします。COVID-19対策について各キャンパスの指示に従わない場合は受講できま
せん。

【お申し込み先】
北海道教育大学岩見沢校室広報・地域連携グループ
　〒068-8642 岩見沢市緑が丘2丁目34番地1
　ＦＡＸ：0126-32-0251　　E-mail：iwa-koho@j.hokkyodai.ac.jp
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